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要  約 

 
 クズが優占する遊休地を利用して若狭牛（黒毛和種繁殖用雌牛）を輪換放牧する区と連

続放牧する区の２区に分けて牧養力を比較した（初年目）。また、初年利用後に牧草種子

をマクロシードペレットにより不耕起播種する区と耕起播種する区の２区を設け翌年牧

養力を比較した（２年目）。クズ優占野草地の牧養力は輪換放牧（370CD/ha）の方が、連

続放牧（290CD／ha）より放牧期間が長く、また、秋に牧草を播種することにより、利用

２年目の放牧期間は大幅に長くなった（415～455CD/ha）。入牧時の草量（x：乾物 g／m2）

と牧養力（ｙ：CD/ha）の関係はｙ＝0.764x、（P＜0.01）で示され、牧養力の推定ができる。

また、長期不受胎牛は放牧により健康状態が改善され、８頭のうち７頭（87.5%）が受胎

し、放牧による受胎促進効果が示唆された。 
 
 

Ⅰ 緒  言 

 
畜産農家の高齢化や規模拡大により、家畜の

管理労力の確保が厳しい状況にある。また、坂

井丘陵地では遊休農地が多く散在し、その利活

用が大きな課題となっている(遊休地平成 16 年

89ha、平成 15 年 95ha)。坂井丘陵地の標準的な

区画面積は 40a と小さいので、小区画でも放牧が

簡易に取り組めるような管理技術が必要である。 
そこで、小区画面積での効率的な放牧方法等

について検討した。 
 
 

Ⅱ 試験方法 

 
１．放牧場所 

 坂井市の坂井北部丘陵地の一角のあわら市富

津地籍にある、畑地造成後長期間の耕作が放棄

された遊休農地 1.8ha を利用した。土性は砂土で

農地内に赤松や棘等が林立している。野草の植

生はクズが優占する植生で、その他にセイタカ

アワダチソウ、ヘビイチゴ、ヤブカラシ、ハル

ガヤ、ヨモギ等がみられた。 
 
２．供試牛の概要と放牧馴致 
表１に放牧した若狭牛８頭の概要を示す。供

試牛は坂井市管内の肉牛農家所有牛を用い、全

て空胎牛で、５ヶ月以上の長期不受胎牛が５頭

含まれる。 
放牧馴致は畜産試験場内のパドックと放牧草

地を利用し４月下旬から５月中旬まで３週間、

電気牧柵、給水施設、牛群および生草採食への

馴致を行った。 
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表１　供試牛の概要（導入時）
年度 NO 年齢 産歴 最終分娩 空胎月数

① 2.2 0 -
② 13.4 10 H16.12 16
③ 7.7 6 H17. 9 7
④ 6.9 5 H18. 4 0

平均 7.6 5.3
① 4.1 2 H18. 8 8
② 1.7 0 -
③ 8.8 6 H17. 8 20
④ 10.7 8 H18.11 5

平均 6.3 4.0

H18

H19

 
３．放牧牛の衛生対策 
 牛５種混合生ワクチン接種は馴致 10 日前、３

種混合流産ワクチン接種は放牧１ヶ月後、２ヶ

月後に実施した。さらに、放牧期間中は３週間

毎に殺ダニ剤としてフルメトリン製剤（商品

名：バイチコール）を牛体に塗布した。また、

２年目にはアブトラップを設置した。 
 
４．放牧施設 
 ソーラー式電牧器を使用し、支柱間隔６m で

電牧線を高さ 90cm、60cm の２段張りとし外周及

び各牧区間に設置した。また、危険防止のため

外周には有刺鉄線（３段張り）を設置した。 
給水装置はウオーターカップを設置するととも

に、簡易集合柵を設置し保定等に使用した。 
 
５．試験区の設定 
坂井北部丘陵地の標準区画面積が 40a である

ため１牧区面積を 40a とし、図１のように試験区

を設定した。初年目は①牧区内を２区に分け輪

換利用する輪換放牧区（20a×2 区Ａ，Ｂ）②１区

で連続利用する連続放牧区 40a（Ｃ）を設定した。

２年目は牧草を播種した区として③マクロシー

ドペレットで不耕起播種したペレット播種区

40a（Ｃ）④耕起・播種・鎮圧した耕起播種区 40a

（Ｄ）を設定するとともに、２年目の野草地放

牧は①輪換区（Ａ，Ｂ）と連続放牧区（Ｅ）を

設定した。なお、試験区内で草量が不足した時

は待機牧区（１年目：Ｄ、Ｅ、２年目：Ｆ）を

利用した。試験期間中はそれぞれ２頭を１群と

して各区で放牧した。 
また、転牧は表２の４点を目安にして行った。 

表２　転牧の目安
○セイタカアワダチソウの採食
○隣接牧区草の採食
○牛が近寄り、鳴く
○ふんが小さい

 
 
６．牧草の播種方法 

イタリアンライグラス（品種イナズマ）を用

い、マクロシードペレット播種区と耕起播種区

を設けた。ペレット播種区はＣ区に平成 18 年 10
月 31 日にマクロシードペレット処理し 20 個/ｍ2

として播種した（播種量 2.5kg/10a、施肥量Ｎ

8kg/10a）。耕起播種区はＤ区に平成 18 年 10 月

20 日に耕起、整地、播種、鎮圧した（播種量 2.3kg
／10a、施肥量Ｎ21kg／10a）。 

 
７．調査項目 
（１）牧養力調査 

黒毛和種繁殖用雌牛成牛１頭を１日放牧で

きる日数を１ＣＤ（カウデー）として、牧養

力を調査した。１放牧区当たりの２頭を放牧

し、放牧日数から算出した。 
（２）入牧時の草量調査 

入牧時に１m2 の野草を刈取り、乾燥機内で

乾燥後、乾物草量を測定した。 
（３）血液検査と体重測定 

健康状況を把握するため、入牧時、放牧中、

退牧時に採血し、生化学値を検査した。また、

体重測定は入牧時、放牧中、試験終了時、退

牧時に測定した。 
（４）人工授精等 

自然発情または、ホルモン処理、ＣＩＤＲ

により、人工授精（ＡＩ）または受精卵移植

（ＥＴ）を実施し、随時、妊娠鑑定を行った。 
 
 
 

Ｆ 待機牧区

連続放牧２年目
Ｅ

Ｄ 耕起播種２年目

Ｃ 連続放牧　ペレット播種

輪 換 Ａ   輪 換 Ｂ

図１ 試験区の設定
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図２ 野草の季節毎の植生推移（Ｈ１８）

  表４　牧草を播種した区の放牧日数、牧養力

ペレット播種 耕 起 播 種
放牧 １巡目 9 63
日数 ２巡目 49 13
(日） ３巡目 17 11

４巡目 8 4
合計 83 91

牧養力（CD／ha） 415 455

5ヶ月間放牧に必要
な面積(a/頭) 36 33

Ⅲ 結果および考察 

 
１ 牧養力 
表３に野草地を利用した２ヶ年の輪換牧区と

連続牧区別の牧養力を示した。 
放牧期間は、平成 18 年は５月 15 日から 10 月

13 日までの５ヶ月間（151 日間）、平成 19 年は

６月 29 日から 10 月５日までの４ヶ月間、いず

れも３巡放牧できた。 
平成 18 年は５月 15 日から放牧開始したが、

野草の生育初期のため放牧日数は短く、７月 14
日からの２巡目はクズの生育が旺盛で草量が多

く放牧日数が長くなった。３巡目はふん近くの

野草を採食しない不食過繁茂地が各所で見られ

た。放牧日数は輪換放牧区が 74 日、連続放牧区

が 58 日となり、１ｈａ当たり牧養力はそれぞれ

370CD/ha、290CD/ha となり、輪換放牧区の方が

長く放牧できた。放牧期間に必要な１頭当たり

の面積はそれぞれ 41a、52a と試算された。 
平成 19 年は前年より１ヶ月半遅れの６月 29

日から放牧開始したが、野草の生育が進んだた

め、放牧日数は長くなった。８月 22 日からの２

巡目は、猛暑の影響で生育が著しく劣り放牧日

数は２日、１４日と極端に短くなった。放牧日

数は輪換放牧区が 47 日、連続放牧区が 42 日と

なり、１ha 当たり牧養力はそれぞれ 235CD/ha、
210CD/ha となった。放牧期間に必要な１頭当た

りの面積はそれぞれ 64a、72a と試算できた。こ

のように、利用２年目も初年度同様に輪換放牧

区の方が、連続放牧区より長く放牧できた。 
図２に野草の季節毎の植生推移を示す。春に

セイタカアワダチソウが多くを占め、その後は

クズが優占種となった 
セイタカアワダチソウは優占種のひとつであ

るが、入牧時から発生が多く、他に嗜好性の良

い草がなくなった時に、最後に上部だけ摂食し

た。 

優占種のひとつのクズは、生育が進むにつれ

て多くの面積を占めた。クズは雑草地で牛が最

も好む植物であった。7月にはクズの日陰になっ

た葉が枯れるものがみられた。8月下旬には乾燥

のため一部ススキ等で枯死株がみられた。 

ヨモギの嗜好性は高かった。 

牧 草

の

播 種

法

別牧養力を表４に示した。4 月 10 日から 9 月 30
日までの牧養力はペレット播種区、耕起播種区

でそれぞれ 415CD/ha、455CD/ha でやや耕起播種

区の方が長かった。 
 
 

表３　放牧日数から換算した牧養力、必要面積

H18 H19 H18 H19
放牧 １巡目 17 28 17 36
日数 ２巡目 34 14 28 2
(日） ３巡目 23 5 13 4

合計 74 47 58 42
牧養力
（CD／ha） 370 235 290 210

５月間放牧に必
要な面積(a/頭) 41 64 52 72

生草収量（ｋｇ／a） 242 154 190 137

輪換放牧（20ａ×２区） 連続放牧（40ａ）
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表８ 牧草地放牧牛の体重推移           (kg)

測定時期 ペレット播種区 耕起播種区
入牧日 418 456
退牧日 422 464
増加量 4 8
増加量／日 0.19 0.38

供試牛2頭平均値

H19   

表 ６ 放 牧 牛 の Ｂ Ｕ Ｎ  ( m g / d l )
H 1 8 年 7 / 1 4 測 定

Ｂ Ｕ Ｎ
範 囲 1 6 .3 ～ 2 1 .9
平 均 2 0 .2
参 考 値 2 .6 ～ 1 4 .2

 

 
 
表５に播種の要した作業時間を示した。ペレ

ット播種は全て手作業のため 12 時間/40a 要し、

機械作業主体の耕起播種作業時間 5.7時間/40aよ
り２倍以上となった。より省力化を図るなら、

攪拌機や散布機等も利用すべきである。 
 

 
 
２ 入牧時の草量と放牧日数 
集約放牧草地では、草現存量（Ｋ）は草高(Ｓ)

と相関関係（K＝8.5S－50、P＜0.001）にあり、

約 20 カ所の草高を測れば草現存量を推定できる
9)。しかし野草地での簡易な調査法はないため、

1 ㎡の坪刈りを実施した。入牧時の草量を調査し、

牧養力との関係をみた（図３）。２年間の入牧時

の坪刈調査の草量（ｘ：不食部を除く乾物 g／ｍ
２）と、牧養力（ｙ：CD／ha）はｙ＝0.764ｘ、

（P＜0.01）で示された。 
これを利用すれば、放牧前に牧養力を予想でき

る。 

 
３．血液検査 
採取した血液の生化学値でＢＵＮが高値だっ

たが異常値はなかった（表６）。 
 

 
４ 放牧中の増体重 
放牧期間中の１頭当たり増体重および１日当

たり増体重は平成 18 年が 66ｋｇ、0.44 であり、

平成 19 年はそれぞれ１６ｋｇ、0.11 であった（表

６）。平成 19 年は、利用２年目であり、また記

録的な猛暑による影響と考えられる。 
牧草の播種法別の２１日間放牧時の増体重を

比較すると、草量の多い耕起播種区の方が２倍

の増体重を示した。 

 
５ 繁殖成績 
供試された空胎牛８頭中６頭は長期空胎牛で

あった。なかでも２頭については放牧馴致前に

１年以上（16、20 ヶ月）空胎であり、１頭の未

経産牛についても既に 26 ヶ月齢以上であった

（表１）。これらの牛群に対し放牧を行ったとこ

ろ、87.5％（7/8）が受胎し、１頭は胚移植（ET）

 

図３　草量と牧養力
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表５　播種法別作業時間　 (時間 /40a)
作業内容 作業時間
ペレット調整 4.0

ペレット播種
※
ペレット播種 8.0

合　計 12.0
プラウ耕起 2.4
ハロー整地 1.7

耕起播種 施　肥 0.7
播　種 0.5
鎮　圧 0.4
合　計 5.7
※
ペレット播種は軽ﾄﾗ使用

表７ 放牧牛の体重推移                      (kg)
H18 H19

入牧時 404 427
放牧中 454 448
終了時 470 443
増体量 66 16

DG 0.44 0.11
退牧日 489 487

供試牛4頭平均値
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を４回実施したが受胎しなかった（表９、表１

０）。 
しかし、長期空胎牛については 83.3％（5/6）

受胎しており、宮城ら９）は放牧期間中の人工授

精（AI）による受胎率は 90％であったと報告し

ていることから、長期不受胎牛に対しては放牧

による受胎促進効果があったものと推察される。 
供試牛の放牧開始～受胎までの平均日数につ

いては 90.0 日/頭であり宮城らの報告（86.0 日/
頭）と変わらなかったが、１年以上の長期不受

胎牛（３頭）については、57.7 日/頭と早期に受

胎している。 
 平均 AI（ET）回数についても 1.71 回/頭と宮

城らの報告に比べ少ないことから、短期間でも

放牧を行うことが可能であれば、受胎促進効果

はあるのではないかと思われる。 
 今回試験を行った草地は遠隔地であり、発情

観察も不十分であったことが推察される。しか

し、この様な悪条件であっても放牧が可能であ

れば長期不受胎牛にとっては有効な受胎促進効

果となり、未利用地の有効活用を図るためにも

放牧は有効な手段と思われる。 
 

 
 
 
 
 
 

 

６ 環境 
排水路への大腸菌汚染はなかった。またアブ

トラップの捕獲数は少なかった（期間中数頭）

が、サシバエが多く発生した（最盛期 9 月～10
月の寄生率常時 100%）ため、今後の対策が必要

と思われる。 
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表１０　H19年　繁殖成績

供試牛 処理 発情操作 妊鑑 (AI,ET日)
① ＰＧ ＥＴ　４回 －

② ＰＧ ＥＴ　２回 ＋(10/31)
③ ＰＧ ＡＩ　１回 ＋(6/7)
④ ＰＧ

ヨード処理
ＡＩ　３回 ＋(10/13)

供試牛 処理 妊鑑 (AI,ET日）
① - ＡＩ　２回 ＋(7/5)
② ＰＧ ＡＩ　１回 ＋(6/15)
③ - ＡＩ　１回 ＋(5/17)
④ ＰＧ -

ｼﾀ゙ ｰ処理 ＋(8/24)ＡＩ　２回

表９　H18年　繁殖成績 


